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Ⅲ 取組内容報告等

東京都環境確保条例「温室効果ガス排出総量削減義務と排出量取引制度」の対象事業だけでなく、当社が管理運営するコン
テナ埠頭や公園のCO2排出量の削減を図るため、さまざまな対策・運用に取り組んでいきます。

（1） 温室効果ガス排出量実績調査

202１年度における、当社事業に係る主な事業所及び本社のCO２の排出量の実績について報告します。

② 大井・青海コンテナ埠頭内ＣＯ２排出割合

● 大井・青海コンテナ埠頭内でのCO2排出量は、荷役機械とリーファー
コンテナからの排出が大半を占めており、コンテナ取扱貨物量の増減
に伴い排出量が増減すると考えられます。

機械・設備等 所 有 者

役
器

荷
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コンテナクレーン 当 社

トランスファークレーン ターミナルオペレーター等

リーファーコンテナ 船 社

管 理 棟 当 社

照 明 設 備 当 社

リーファーコンテナ
(冷却装置内蔵コンテナ）

トランスファークレーン

コンテナクレーン

※ 東京都環境局排出量算定ガイドラインに合わせた排出係数を用いて算出しています。
※ 設備・施設等の所有者に削減義務が課せられます。

① ＣＯ２ 排出量実績

1 地球温暖化対策
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● 温室効果ガスの排出量推移（過去3年）
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● 主な施設別の温室効果ガス排出量実績（2021年度）



（2） 外貿埠頭事業

① 環境インセンティブ制度の導入

当社では、ＣＯ２排出量の削減を図るため、さまざまな対策を推進しています。

2008年4月の当社民営化に際し、環境インセンティブ制度を導入
しました。

お客様のターミナルにおける環境対策の実施状況に応じて貸付料の
一部を免除することにより、CO2削減への誘導及び港湾コストの低減
化を図り、東京港の国際競争力の強化に貢献します。

その一つに地球温暖化対策として「ターミナル内における温室効果
ガスの削減」の推進を図ることをあげています。

② コンテナ埠頭における取組

これまでも、お客様及び関係企業の積極的な協力を得て、ＣＯ２削減
対策に取り組んでまいりました。

今後も、東京都環境確保条例への対応を目指し、各施設のお客様とと
もにさまざまな対策を推進してまいります。

対 象 取 組

荷
役
機
械

トランスファークレーン ハイブリッド型トランスファークレーンの導入

コンテナクレーン 更新時・増設時のインバータ化の推進

管理棟・照明

太陽光発電設備の導入

ＬＥＤ照明の導入

使用電力 再生可能エネルギー由来の電力への順次導入
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● 大井コンテナ埠頭 コンテナ１ＴＥＵ当たりの排出量推移
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● 大井コンテナ埠頭 コンテナ取扱量推移 （参考）

東京港の港湾統計（東京港港勢（概報） 調査月報（速報））より



コンテナクレーン（インバータ制御方式）

● コンテナクレーンのインバータ制御化の推進

コンテナクレーンの更新時等に既存のサイリスタ制御方式（直流電動機
使用）のクレーンからインバータ制御方式（交流電動機使用）のクレーン
に変更しています。このことにより、巻下げ時の電力回生などにより消費
電力を約３０％削減することが可能となりました。

今後も、インバータ制御方式クレーンの導入を進めていきます。

2019年度 2020年度 2021年度

大井コンテナ埠頭 12基/19基 15基/19基 15基/19基

青海コンテナ埠頭 11基/11基 9基/ 9基 9基/ 9基

品川コンテナ埠頭 4基/ 4基 4基/ 4基 4基/ 4基

中防外コンテナ埠頭 6基/ 6基 6基/ 6基 6基/ 6基

◆ 2021年度までの導入実績

● ハイブリッド型トランスファークレーンの導入 ※

トランスファークレーン更新の際に、従来のディーゼルエンジン式から
ハイブリッド式にシフトするよう設備所有者に検討していただき、埠頭の
環境対策を推進しています。

※ ハイブリッド型トランスファークレーンとは
従来のディーゼル発電機に加え蓄電装置を搭載した
トランスファークレーンです。

コンテナの巻き下げ時に発生するエネルギーを
蓄電装置に蓄電し、巻き上げ時に再利用すること
でエンジン負荷と容量を減らすことが可能となり、
燃費の向上と温室効果ガスの排出量を約60％削減
することができます。

◆ 2021年度までの導入実績

● 大井コンテナターミナル 太陽光発電設備の導入

㈱商船三井、㈱宇徳、日本郵船㈱により、太陽光発電設備を設置して
いただいています。

㈱商船三井 社内報 HPより
ゲート・洗車棟屋上

日本郵船㈱ HPより
ゲート屋上

大井６号コンテナターミナル内にスタッカークレーン方式としては世界
初となるコンテナ専用立体格納庫を整備し、2011年度から操業を開始し
ました。

● コンテナ専用立体格納庫の整備

ハイブリッド型トランスファークレーン

敷地の有効利用と荷役効率の
向上を実現するとともに、環境
にやさしい荷役を行うことがで
きます。

具体的には、電動であること
と荷役効率の向上によって、軽
油使用のトランスファークレー
ンとの比較では約60％のＣＯ２

削減が可能となります。

供用開始時期 2007年4月 2010年2月 2011年4月

設置場所
第4バース

ゲート･洗車棟屋上
第7バース

INゲート屋上
第6バース

立体格納庫屋上

発電容量 200kＷ 135kＷ 200kＷ

対管理棟
消費電力比

25% 15% 25%
（対格納庫搬送設備）

日本郵船㈱ HPより
立体格納庫屋上
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2019年度 2020年度 2021年度

大井コンテナ埠頭 51基 / 64基 53基 / 65基 55基 / 67基



● 再生可能エネルギー由来の電力の導入

東京都では、カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に向

け、港湾関係事業者や脱炭素化に知見を有する企業等からなる検
討会を設置し、脱炭素化に向けた具体的な取組やロードマップを
まとめた「東京港カーボンニュートラルポート（ CNP）形成計
画」の策定を進めています。

東京港における脱炭素化の取組の一環として、当社が管理運営
するコンテナ埠頭について、再生可能エネルギー由来の電力を順
次導入することとし、令和４年７月から、下記のコンテナ埠頭を
対象に、再生可能エネルギー由来の電力を先行して導入しました。

１ 対象となるコンテナ埠頭（※右図参照）

(１) 品川コンテナ埠頭

(２) 中央防波堤外側コンテナ埠頭

２ 導入する電力

(１)電力の内容 実質ＣＯ₂フリー電気（RE100適用可能）

(２)電力使用量 年間1,243万kwh

３ 導入効果

年間約6,000t‐ＣＯ₂の排出削減効果が期待されます（一般

家庭の年間ＣＯ₂排出量の約2,100世帯分に相当）。

４ 導入時期

令和４年７月１日
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大井コンテナ埠頭 

青海コンテナ埠頭 

品川コンテナ埠頭 

中央防波堤外側コンテナ埠頭 

 

今回再生可能エネルギー由来の電力を導入するコンテナ埠頭 

 

当社が管理運営するコンテナ埠頭 
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